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子育てのコツ

第３回

ダウン症研究とゲノム編集が切り開く未来

講演では、ダウン症研究の最前線についても紹介されました。
ダウン症は21番染色体が通常より1本多いことで発症することや、知的障害や白血病との関係について解説。現在
は、知的障害の原因となる遺伝子の解明や、将来的な治療法の開発に向けた研究が進められていることが紹介され
ました。
また、遺伝子を書き換える「ゲノム編集技術」についても説明が行われ、医療や農業への応用が期待される一方
で、倫理的な課題についても触れられました。
北畠先生は、「今は治療法がない病気でも、研究を続けることで未来には治療できる可能性がある」と語り、参加
者へ「新しい技術を正しく理解し、未来の医療をともに考えていくことが大切だ」とメッセージを送りました。

講演の様子
当日は、多くの方々にご来場いただき、参加者の皆さまは真剣
な表情で講演に耳を傾けていました。
参加者の中には、第1回から続けて参加してくださった方もお
り、「医療と未来」への関心の高さがうかがえました。一方で、
第2回から初めて参加された方も多く、幅広い世代の方々にご参
加いただきました。
講演終了後には質問が寄せられる場面もあり、医療や研究につ
いて理解を深める貴重な機会となりました。

次回開催について
第3回「医療と未来」セミナーは、2026年12月12日（土）に「子育てについ
て」をテーマとして開催する予定です。
ネッツトヨタニューリー北大阪株式会社は、今後も「医療と未来」セミナー
を通じて、地域の皆さまとともに医療や子育てについて考える場を創出して
まいります。

小児医療と研究の重要性について
講演では、開業医や市中病院、大学病院の
役割の違いについて説明が行われたほか、
新生児医療の現場や小児科医としてのキャ
リアについて紹介されました。
特に、わずか350グラムほどで生まれた超
低出生体重児の治療現場を例に挙げなが
ら、医療研究の重要性について語られまし
た。
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ネッツトヨタニューリー北大阪株式会社（本社：大阪府豊中市）は、2026年8月1日、豊中店にて「医療と未来」セ
ミナー第2回「研究ってなに？」を開催しました。
本セミナーは、地域の皆さまに医療や研究について身近に感じていただくことを目的に開催している連続企画で
す。第2回となる今回は、北畠教授を講師に迎え、小児医療の現場や研究の役割、最先端医療の可能性についてご
講演いただきました。




